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私たちのミッション

“ブロックチェーンインテグレーターとして

社会にブロックチェーンを実装する”
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ブロックチェーンのコア技術を研究開発し、
新しい時代をつくりあげる、
ビジネスモデル、社会モデルを実現する。
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現在の取り組み

現在の主な開発領域

コア技術開発
多業種におけるPoC
及びシステム開発

①プロジェクトA： 新たなブロックチェーン
の開発

②Inazma : セカンドレイヤー技術の開発

①実証実験プロジェクト

②実証実験を踏まえた、サービス化に向けての
システム開発

• ブロックチェーン技術における各種の技術的強みを
育てる

• 技術的レベルの高いエンジニアを育て、集める
• 技術オリエンティッドな企業であるアイデンティテ

ィの維持
• コア技術だけでもマネタイズできるかの模索

• ブロックチェーン技術で解決できる課題を、業界、
業種ごとに見極める

• コア技術の実証実験の場を作り、コア技術開発に
フィードバック

• ブロックチェーン技術実証、適用の専門性と経験
値の蓄積
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開発中のコア技術

プロジェクトA Inazma

新たなコンセプトのブロックチェーン
パブリックチェーンをベースにした
セカンドレイヤー技術

コンセプト

名称

• パブリックな環境下で不特定多数の参
加者が想定される。

• その環境下でも、一定のコントロール
する主体の参加が望まれるもの

• セキュリティ担保の要請が高いもの

• 真に非中央集権的でパブリックな使い
方をするもの

• パブリックであるものの、一定のコミ
ュニティー内での利用が想定されるも
の

• オフチェーンで取引高速化、手数料低
減の要請が高いもの

用途

• 不動産資産管理
• トレーサビリティ
• P2P電力売買、グリーン電力証書
• 投票
• ポイントプログラム
• 国際貿易（貨物証券等のデジタル化）
• 国際送金

• 地域通貨
• ポイントプログラム
• P2Pマイクロペイメント、及びマイク

ロペイメントを用いた新たな関連サー
ビス／新たな課金モデル

想定事例
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セカンドレイヤーソリューション "Inazma"

◼ パブリックブロックチェーン上で高速処理が可能な

トークン・コイン発行プラットフォーム

➢ Lightning Network とOpen Assets Protocol を組み合わせた、

新たなビジネスモデルの実現に向けたセカンドレイヤーソリューション

◼ 特徴

➢ 取引の高速化

➢ 分散性

➢ セキュア

➢ 独自トークン発行

➢ 手数料低減
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Inazma想定ユースケース

共通ポイント 独自ポイントの連携

Aコイン Bマネー

ポイントプログラム

独自コイン
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事業ドメイン / 連携図

コア技術

プロジェクトA

Inazma

• P2P電力売買
• スマートグリッド
• グリーンエナジー

エネルギー
／電力公共

サービス

• 電子投票
• 登記情報管理

シェアリング
エコノミー

• スマートロック
• 資産情報管理

流通
小売

• トレーサビリティ
• 物流管理
• 在庫管理

貿易
物流 • 国際物流、通関

• 物流管理

決済

• 小売決済
• 企業間決済
• マイクロペイメント
• ポイントプログラム

金融

• 国際送金
• 資産証券化
• 証券管理

• デジタル通貨
• 地域通貨

地方創生

• 地方創生ICO

社会関係
資本

トークン
エコノミー

医療・保険

• 医療データ
• 保険データ

サービス
／用途 業種・業界

ストラクチャー
X

ビジネスモデル



なぜ分散電源が必要なのか?

• 低炭素化 ：

再生可能エネルギーが増えることにより低炭素化に貢献

• 社会コストの低減 ：

電力の需要と供給の最適化によるコスト削減

• 高い障害耐性（フォールトトレランス）：

ハード面でのインフラ整備と電力発電の分散化によって、

災害などに対して強くなり、より強固なインフラを構築する

ことが可能
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Peer-to-Peer （ピア・ツー・ピア）電力取引
~ 電力業界におこる変革 ~

• 今まで電力は、中央集権型のモデルで、電力発電は電力

会社が独占。

• 太陽光発電の導入コスト低下 と 再生可能エネルギーの

急速な普及により世界的な電力の自由化の流れが加速す

る。

• P2P電力取引により、生産消費者（プロシューマー）と

消費者はプラットフォームを通して電力を売買し、一般

家庭なども電力の売り手となる。

• Electrowiseプラットフォームでは、発電量や消費量と

いったデータはトークン化され、取引結果やトークンの

移転はブロックチェーン上に安全な形で記録されます。

電力業界のバリューチェーンの再構築に貢献します。
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マイクログリッドとは?

● 既存の電力系統に依存しない自立型の電力ネットワーク

● 太陽光パネルが街中に導入され、P2P電力取引プラットフォ

ームを通じて、市民の間で電力がシェアされる



“ マイクログリッドは電力業界に
革新をもたらすのか？ “
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マイクログリッドの限界

● マイクログリッドは非効率で高コスト

● 多くの研究で、自立型のマイクログリッドが世界に普及

するには相当時間がかかると考えられている。



将来のグリッド
の姿とは？

● P2P電力取引は、既

存の電力系統（物理

レイヤー）を有効活

用する

● その上に情報レイヤ

ーを構築する

❌

⭕️
⭕️

⭕️

⭕️

⭕️

⭕️

⭕️

⭕️

⭕️⭕️
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現在のモデル 完全なP2 Pモデル

: 物理レイヤー

------- : 情報レイヤー



電力会社の新たな
収益モデル

~バリューチェーンの再構築~

● 電力網などのインフラを整備

● インフラのメンテナンス

● 発電、送電、売電はより一層自

由化され、様々なプライヤーが

存在するようになるが、インフ

ラを維持する役割は残る

1. インフラの提供

● P2P電力取引プラットフォ

ームを提供

● 新しいビジネスモデルは、

電力会社の新たな収益源と

なる

2.プラットフォーム提供

14
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Electrowise
~電力とその未来を再定義する~

Electrowiseは、電力業界向け

にデザインされた、ブロックチ

ェーンベースの新たなプラット

フォームで、電力業界の変革に

貢献します



DEMO
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Electrowise:
P2P 電力売買の実現

● 多数の売り手と多数の買い手のマッチング

● 証券取引所と同様のマッチングシステム

● 買い手は、マッチングにより、需給の状況に応じて最適

な価格での電力購入を選択することができます。

● また、買い手は電気を使用する時間と量を指定し、事前

に売り手と取引を成立させることで、将来消費する電力

の支払い金額を前もって確定させることができます。
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REC（再生可能エネルギー証書）
とは何か?

• REC (再生可能エネルギー証書)とは、電力が再生可能エネ

ルギーを使って発電されたことを証明します。

• Electrowise プラットフォーム上でRECを購入した場合、

電力会社を通して供給され消費する通常の電力が、グリー

ンな電力であることの証明として使うことができます。

• RECの購入者は、過去に消費した電力、もしくは将来消費

する電力がグリーンな電力であることの証明としてRECを

受け取ります。
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REC 取引
- オフセット

● 買い手は、RECを購入する

ことで過去に消費した電力

が再生可能エネルギーであ

る証明として使用すること

ができます。

● 現状のRECは、その複雑な

発行手続きにより、発行ま

でに時間がかかるという課

題がありますが、電力発電

量をトークン化することに

よりREC発行までの手続き

と売買のプロセスの大幅な

簡略化に貢献します。
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REC 取引
- 先物取引

● 買い手は、RECを購入

することで将来消費す

る電力が再生可能エネ

ルギーである証明とし

て使用することができ

ます。
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REC 取引
オフセット&先物取引

● RECはトークン化さ

れ、ブロックチェー

ン上に安全な形で記

録されます。

● REC をトークン化す

ることにより、取引

の円滑化、効率化、

管理コストの削減の

みならず、電力業界

のバリューチェーン

の再構築にも貢献し

ます。
21
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研究概要

● 電力システムの変遷
○ 環境に優しい再生可能エネルギーが急速に普及する

○ 電力供給者の変化：電力自由化、発電者の多様化（分散電源化）が進み、一

般家庭も電力の供給者・売り手となる

○ 発電コストの低下：一般家庭の発電コストが電力小売価格に近づく

○ 系統の活用も含めたシステム全体の効率性（社会コストの最小化）の追求

○ 災害時のブラックアウト等にも対応できる強固なインフラの整備

● 電力業界におこる変化とは？
○ 変化1: 電力会社以外の多様な主体が発電部門に参入

○ 変化2: 需要家の選択肢が拡大 (例: 再エネ電気を使う、地域の電源を地域で使

う)

○ 変化3: 再エネ電気の売電価格が電気料金より安い時代へ

*2018年11月の資源エネルギー庁の資料 “再生可能エネルギーの
自立に向けた取組の加速化” から一部引用
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DELIAとの連携
(Distributed Energy Ledger Infrastructure Alliance)

① 国が進める再生可能エネルギーの経済的自立を早

期実現

② 国土強靭化と両立する「頼りになる分散エネルギ

ー（例：再生可能エネルギー＋蓄電池システム）

を実現

③ 分散エネルギー経済圏（トークンエコノミー）を

実現
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スマートシティ構想:
“Fukuoka Smart City” 
~分散電源ネットワークの実現~

Chaintopeでは、福岡スマートシティ構想

に取り組みたいと考えています

- スマートメーターネットワークにより発電

量に関するデータを記録

- 機械学習によるデータ分析

- 電力需給の最適化

- P2P電力取引 / REC 取引

- ブロックチェーンによって表現されるトー

クンを用いる事によって、電力業界におけ

るバリューチェーンの再構築に貢献します

24

機械学習

ブロックチェーン

再エネ分散
ネットワーク
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私たちのバリュー
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ブレない軸を構築し、粘り強く技術と事業を開発するためにバリュー経営を推進

01 プロトコルトラスト
新しい信頼の仕組みをプロトコルとして構築したパブリックブロックチェー
ン、そのプロトコルそのものを信頼することこそが、イノベーションの源泉と
なる。

02 プロトコルをデザインし、対立では
ない新しい軸を作る

既存の何かとの対立を目的としない共存可能な新しい軸を作ること
は、プロトコルをデザインすることによって成し遂げられる。それが
結果として既存社会の矛盾や制度疲労を解決する手掛かりとなる。

03 個が主体となった社会の実現
インターネットは世の中を便利にした反面、歪みを生じさせている。自律分散
型コンセプトを内包したパブリックブロックチェーンを社会に実装していくこ
とにより、人、組織、社会のそれぞれの関係性をアップデートし、多様性を尊
重して「個」が主体となった社会の実現を目指す。

04 社会の最適な資源配分を進化させる
高度な情報化社会であっても、あるいはそれが故に、社会の非効率

や無駄はまだ存在している。パブリックブロックチェーンを社会に

実装することで、資本主義社会のこの世の中をもっと便利でいいも

のにできる。

05 同志を集め人とコミュニティを育てる

尖った技術力を持つエンジニア、社会への実装を強力に推進する事業家、それ

を支えるサポーター。イノベーションを起こし社会を良くするためには、志を

共にする仲間を集め社内外問わずコミュニティーを育む。

06 スピードを重視し、境界を定めない
国や業界の境にとらわれず、最も早く実現できる道を追求し、自らもフロント
ランナーとなって失敗を恐れず果敢に挑戦する。そしてそのために、多種多様
な業界で先人達が築いてきたものを尊重しそれらと手を組むことで新たな価値
創出の実現を目指す。

07 プロトコルレイヤーを究める
パブリックブロックチェーンはインフラ技術。そのインフラのプロトコルレイ
ヤーの技術を探求し続けることは、社会実装の幅を広げ、そのスピードを加速
させる。

08 オープンソース重視

真にイノベーティブな技術を進化させていくには、多数の力が不可欠。オープ
ンソースの精神は、ブロックチェーンの進化を加速させる。

09 あらゆるものをブリッジし触媒になる
ブロックチェーンという新たな技術基盤は、国境を問わず、多様性
を尊重し、異質なものを取り扱うことができる。それゆえ、社会に
実装していくためには、技術者と事業家、年長者と若者、イノベー
ターとエスタブリッシュメント、等々、異質なものをブリッジしさ
らには触媒となって価値を生み出す、根気強さが肝要。

10 コンプライアンス、フェアネス
インテグリティ

新たな技術や仕組みは時として、既存のルールと対立し得る。これを理解し正

しくイノベーションを推進して社会を変革していくために、敢えてこれらを掲

げる。先人達が築き上げてきた既存のルールの趣旨を尊重し、公平にものを考

え、倫理観をもって事業に取り組む。
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地方創生ICO全体図と流れ

SDGsに則った地方創生事業（自治体公認事業者）

投資家
（トークン購入者）

各自治体の
トークン

事業開発資金

林業六次化・
地域起業支援

（ ）

特産品開発
（F社）

インバウンド
観光促進

（G社、H社）

起業支援・促進
（I社）

バーチャル住民
（J社、K社）

仮想通貨

地方自治体

認定

地方創生ICOプラットフォーム（仮）

仮想通貨取引所× chaintope

地方自治体
創生事業推進組織連携

一般財団法人

日本地方創生ICO
支援機構

支援

①

②

③

④

⑤

⑥

地方自治体とも協力し、新しいデジタル地域通貨を
発行し、世界から資金を集め、地域独自のサービスを実現

現在、法整備中
この夏を目処に
実施予定
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その他のプロジェクト
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Masachainプロジェクト

新事業

ユーザーA

Aさん
ありがとう！

Aさんにはプロジェクト
でお世話になりました

Aさんを
応援したい！

Aさんが行っている
事業で助けられた

HHHH

新しい事業を
やりたい！

Masachainの状況を確認

Aさんは沢山の人から
感謝されているし
事業も将来性がある
ので融資しよう

事業内容の確認

人と人との信頼関係性の可視化し、挑戦者を応援する仕組みを実現

Human Code Bank
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その他のプロジェクト
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私たちのポリシー

境界線を定めず、一番最初に
新しいモデルを実現できる地
で挑戦する。
その後、日本に持ち帰り実現。
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ASIA・ASEANでの展開概況

【ベトナム】

パートナー企業

【ミャンマー】

パートナー企業

【マレーシア】

現地法人設立、大学連携

【インドネシア】

大学連携

パートナー企業

【インド】

大学連携

現地法人検討

【タイ】

大学連携

【ラオス】

大学連携

【シンガポール】

パートナー企業

【フィリピン】

パートナー企業
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マレーシアにBlockchainイノベーション・ラボ
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マレーシアのクアラルンプールの世界最大級のFinTech Space内
に、政府機関MDECと共同で、ブロックチェーン・イノベーシ
ョン・ラボを開設し昨年1 0 月から共同運営。
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